[bookmark: _GoBack]おおさかＱネット「大阪のみどり」・「新環境総合計画」に関するアンケート
分析結果概要

■実施期間　令和元年８月２日（金）から８月５日（月）
■サンプル数　国勢調査結果（平成27年）に基づく性・年代・居住地（４地域）の割合で割り付けた18歳以上の大阪府民1,000サンプル
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大阪市域　　：大阪市
北部大阪地域：豊中市、池田市、吹田市、高槻市、茨木市、箕面市、摂津市、島本町、豊能町、能勢町
東部大阪地域：守口市、枚方市、八尾市、寝屋川市、大東市、柏原市、門真市、東大阪市、四條畷市、交野市
南部大阪地域：堺市、岸和田市、泉大津市、貝塚市、泉佐野市、富田林市、河内長野市、松原市、和泉市、羽曳野市、
高石市、藤井寺市、泉南市、大阪狭山市、阪南市、忠岡町、熊取町、田尻町、岬町、太子町、河南町、
千早赤阪村


	１.　調査目的
　大阪府では、「みどりの大阪推進計画」並びに「大阪21世紀の新環境総合計画」を策定し、「みどりの風を感じる大都市　オンリー１」や「府民がつくる暮らしやすい、環境・エネルギー先進都市」の実現に向け取り組んでいる。計画に定めた各指標・目標値についての進捗状況等を把握し、今後の計画の見直しや持続可能な環境保全活動の実現につながる施策検討の資料とする。


２.　主な調査（検証）項目
⑴　みどりの大阪推進計画　計画指標
①大阪府域（全体）にみどりがあると感じる府民の割合
②大阪府域の都市部（市街地）にみどりがあると感じる府民の割合
③最近みどりに触れた府民の割合

⑵　大阪21世紀の新環境総合計画　計画指標
①生物多様性を認知している府民の割合
②リサイクル製品を購入している府民の割合
③資源物を分別している府民の割合

⑶　大阪21世紀の新環境総合計画における将来像「あらゆる主体が参加・行動する社会のイメージ」の「府民の環境配慮行動」のうち、下記項目の実態把握
①地域の環境保全活動への参加
②環境教育・環境学習活動（座学・体験型）への参加
③環境行動の働きかけ


３.　主な調査（検証）結果
⑴　みどりの大阪推進計画　計画指標
①大阪府域（全体）にみどりがあると感じる府民の割合：54.8％
②大阪府域の都市部（市街地）にみどりがあると感じる府民の割合：41.7％
③最近みどりに触れた府民の割合：25.5％

⑵　大阪21世紀の新環境総合計画　計画指標
①生物多様性について、言葉は知っている人：29.7％、内容まで知っている人：17.5％
②自分で日用品を買う人のうち、リサイクル製品の購入意向のある府民の割合：40.1％
③資源物を分別している府民の割合：93.3％

	⑶　大阪21世紀の新環境総合計画における将来像「あらゆる主体が参加・行動する社会のイメージ」の「府民の環境配慮行動」のうち、下記項目の実態把握
①地域の環境保全活動への参加率：9.4％
②環境教育・環境学習活動への参加率　座学：3.2％、体験型：4.2％
③環境行動への働きかけをしている人：12.6％




（注）
1.　「おおさかＱネット」の回答者は、民間調査会社に登録されたインターネットモニターであり、回答者の構成は無作為抽出サンプルのように「府民全体の縮図」ではない。そのため、アンケート調査の「単純集計（参考）」は、無作為抽出による世論調査のように「調査時点での府民全体の状況」を示すものではなく、あくまで本アンケートの回答者の回答状況にとどまる。ただし、性別、年齢、地域に関しては、直近の国勢調査の大阪府の構成比に合わせている。
2.　割合を百分率で表示する場合は、小数点第２位を四捨五入した。四捨五入の結果、個々の比率の合計と全体を示す数値とが一致しないことがある。
3.　図表中の表記の語句は、短縮・簡略化している場合がある。
4.　図表中の上段の数値は人数（ｎ）、下段の数値は割合（％）を示す。
5.　図表下にカイ２乗検定の値（ｐ値）を記載しているものは、信頼度５％水準で統計上の有意差がみられたもの。



１．大阪（府域全体）にみどりがあると感じる府民の割合
大阪府域（全体）のみどりの状況について、府民がどのように感じているかを調査した。

・「みどりが豊かだ」「ある程度みどりがある」と回答した人を【みどりがある】、「みどりが少ない」「みどりがほとんどない」と回答した人を【みどりが少ない】とする。

1-1　単純集計結果 
· 【みどりがある】と回答した割合は54.8％で、計画指標の８割には達しなかった。
（図表1-1）

【図表1-1】
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1-2　地域別の集計結果
· 地域別の【みどりがある】と回答した府民の割合については、「北部大阪地域（67.8％）」と「南部大阪地域（66.9％）」が高く、次いで「東部大阪地域（52.4％）」、最も低かったのは「大阪市域（37.7％）」であった。（図表1-2）

【図表1-2】
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２．大阪府域の都市部（市街地）にみどりがあると感じる府民の割合
大阪府域の都市部（市街地）のみどりの状況について、府民がどのように感じているかを調査した。

2-1　単純集計結果
· 【みどりがある】と回答した人は41.7％であった。大阪（府域全体）の結果と比べると13.1％低かった。（図表2-1）

【図表2-1】
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2-2　地域別の集計結果
· 地域別の【みどりがある】と回答した府民の割合については、「大阪市域（38.4％）」、「北部大阪地域（46.7％）」、「東部大阪地域（41.3％）」及び「南部大阪地域（42.1％）」で統計的な有意差はなかった。（図表2-2）

【図表2-2】
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３．最近みどりに触れた府民の割合
　日頃の大阪府内での“みどり”へのふれあいの程度を調査した。

・各項目について「週に数回程度ある」、「月に数回程度ある」、「年に数回程度ある」と回答した人を【最近みどりに触れた】、「数年に１回程度ある」、「このようなことはない」と回答した人を【最近みどりに触れていない】とする。各項目の【最近みどりに触れた】割合の平均値を≪最近みどりに触れた府民の割合≫とする。

· ≪最近みどりに触れた府民の割合≫は25.5％であり、計画指標の８割に達しなかった。項目別にみると、【最近みどりに触れた】府民の割合として最も高かったのは、「みどりの多い町並みなどの散策（46.3％）」、次いで「公園やみどりの多い施設等での余暇活動（44.8％）」、「自宅の庭やベランダなどにおけるガーデニングなど（39.6％）」と続いた。最も低かったのは、「みどりに関する募金への寄附（6.8％）」、次いで「自然環境保全等に関するボランティア活動への参加（7.9％）」、「公園や道路など公共空間における緑化活動への参加（10.9％）」であった。（図表3）

【図表3】
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４．「生物多様性」について
　大阪府は、豊かな森林、農空間、里地・里山、河川、海等が維持され、身近に生きものと触れ合える水とみどり豊かな都市の実現をめざし、府民が生物多様性への理解を高め、生物多様性に配慮した行動に繋がるような施策を展開している。府民の「生物多様性」の認知度や理解状況を確認し、計画の進捗状況を把握する。

4-1　「生物多様性」の認知度
「生物多様性」という言葉を見たり聞いたりしたことのある人を「言葉は知っている人」、「生物多様性」について「他人にある程度説明できるくらい内容も知っている」及び「他人に説明はできるほどではないが、内容は知っている」と回答した人を「内容まで知っている人」とする。
· 計画指標　…　2020年度までに「生物多様性」の府民認知度70％以上
· 「生物多様性」について「言葉は知っている人」は、29.7％（図表4-1-1）
· 「生物多様性」について「内容まで知っている人」は、17.5％（図表4-1-2）

【図表4-1-1】
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【図表4-1-2】
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4-2　生物多様性に関することで知っていること
　生物多様性に関する項目を提示し、その中で知っている内容を質問した。

· 最も高かったのは、「世界の森林やサンゴ礁が、年々減少していること（47.3％）」、次いで「外来生物が日本の在来種の生息環境を脅かし、生態系への悪影響や農作物への被害などの問題を引き起こしていること（39.5％）」、「生きものはそれぞれの豊かな個性とつながりにより、支えあって生きていること（37.3％）」であった。
· 「この中に知っているものはない」と回答した人は32.8％であった。（図表4-2）

「生物多様性」について、言葉を知っている人は29.7％（先述4-1）であったが、生物多様性に関することに対し「この中に知っているものはない」と回答した人32.8％を除くと、生物多様性に関することについて何らかのことを知っている人の割合は７割弱となった。

【図表4-2】
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５．リサイクル製品の購入意向について
大阪府は、資源の循環的な利用が進み、廃棄物の排出量が最小限に抑えられた社会の実現に向け、取組みを進めている。今後、循環型社会を実現するための府民行動の拡大を促していくにあたり、府民のリサイクル製品の購入意向を確認し、計画の進捗状況を把握する。

・リサイクル製品の購入意向を尋ねる質問に対して、「価格や品質にかかわらず、『リサイクル製品』の方を買う」及び「価格や品質があまり変わらなければ、『リサイクル製品』の方を買う」と回答した人を【購入意向あり】、「価格や品質があまり変わらなければ、『リサイクルでない製品』の方を買う」、「価格や品質にかかわらず『リサイクルでない製品』の方を買う」、「『リサイクル製品』かどうかを全く気にせずに、価格や品質だけで選ぶ」と回答した人を【購入意向なし】とした。

· 「リサイクル製品」の購入意向に関する質問に対して、【購入意向あり】の割合は、回答者全体の35.6％であった。（図表5-1-1）
また、自分で日用品を買わない人を除くと、リサイクル製品について【購入意向あり】の割合は40.1％であった。（図表5-1-2）

【図表5-1-1】
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【図表5-1-2】
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６．資源物の分別意識について
リサイクル製品の購入に加え、循環型社会の実現に向けた府民行動として挙げられるのが、ペットボトルや空き缶、古紙といった資源物の分別である。府民の資源物分別状況を確認し、計画の進捗状況を把握する。

・計画指標上、家庭で資源物をごみとして捨てるときに、「分別して出している」、「概ね分別して出している／たまに分別しないときもある」及び「分別していないが、マンション等のルールに従って出している」と回答した人を、【資源物を分別している府民】とする。

· 【資源物を分別している府民】の割合は93.3％であった。（図表6-1）

【図表6-1】
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７．府民の環境配慮行動について
大阪府は、あらゆる主体が日常的に環境配慮行動に取り組む社会の実現をめざし、環境問題への気付きと環境配慮行動の拡大に向けた取組みを進めている。府民の環境配慮行動への参加状況を確認し、計画の進捗状況を把握する。

7-1　地域における環境保全のための取組み
　次の表を提示し、この１年間における地域における環境保全のための取組状況を質問した。
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· この１年間に参加した人は、全体の9.4％であった。（図表7-1-1）
· この１年間より前に参加したことのある人も含め、参加分野について質問したところ、「資源循環分野（60.0％）」が最も高く、次いで「豊かで快適な都市環境分野（33.1％）」、「省エネルギー・地球温暖化防止分野（26.3％）」と続いた。（図表7-1-2）

【図表7-1-1】
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【図表7-1-2】
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7-2　環境教育・環境学習活動（座学）
　次の表を提示し、この１年間における環境教育・環境学習活動（座学）の取組状況を質問した。
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· この１年間に参加した人は、全体の3.2％であった。（図表7-2-1）
· この１年間より前に参加したことのある人も含め、参加分野について質問したところ、「省エネルギー・地球温暖化防止分野（51.0％）」が最も高く、次いで「資源循環分野（32.4％）」、「生物多様性分野（26.5％）」と続いた。（図表7-2-2）

【図表7-2-1】
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【図表7-2-2】
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7-3　環境教育・環境学習活動（体験型）
次の表を提示し、この１年間における環境教育・環境学習活動（体験型）の取組状況を質問した。
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· この１年間に参加した人は、全体の4.2％であった。（図表7-3-1）
· この１年間より前に参加したことのある人も含め、参加分野について質問したところ、「省エネルギー・地球温暖化防止分野（40.0％）」と「生物多様性分野（40.0％）」が同率で最も高く、次いで「資源循環分野（28.3％）」と続いた。（図表7-3-2）

【図表7-3-1】
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【図表7-3-2】
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7-4　環境行動の働きかけ（環境に対してよいと思うことを人に伝える）
次の表を提示し、この１年間における環境行動の働きかけに関する行動状況を質問した。
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· この１年間に環境に対してよいと思うことを人に伝えた人は、全体の12.6％であった。
（図表7-4）

【図表7-4】
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８．【参考】府民の環境行動を促進させるための各支援策
　府や他の行政、団体等は、府民の環境配慮行動を促進するため、情報や場所の提供など、様々な支援策を実施している。ここでは、各支援策の認知状況や、認知後の環境に対する行動や関心について確認する。

8-1　インターネットによる情報提供
・インターネットによる環境情報の提供について、「インターネットの情報を見て、環境問題について考えたり、取り組んだことがある」及び「情報を見たことはあるが、特に環境問題を意識することはなかった」と回答した人を【見たことがある】とする。

· インターネットによる情報を【見たことがある】割合は、15.5％であった。
· インターネットの情報によって環境問題について考えたり、取り組んだことがある割合は、5.0％であった。（図表8-1）

【図表8-1】
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8-2　パンフレットやチラシ等による情報提供
・パンフレットやチラシ等の紙媒体による環境情報の提供について、「環境に関するパンフレットなどを見て、環境問題について考えたり、取り組んだことがある」及び「パンフレットなどを見たことはあるが、特に環境問題を意識することはなかった」と回答した人を【見たことがある】とする。

· パンフレットやチラシ等の情報を【見たことがある】割合は、15.9％であった。
· パンフレットやチラシ等を見て、環境問題について考えたり、取り組んだことがある割合は、5.3％であった。（図表8-2）

【図表8-2】
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8-3　環境活動のための公共施設
・環境活動を行うための場所や資料を提供する公共施設について、「施設を利用して、環境問題について考えたり、取り組んだことがある」及び「施設を利用したことはあるが、特に環境問題を意識することはなかった」を【利用したことがある】とする。

· 環境活動のための公共施設を【利用したことがある】割合は、6.8％であった。
· 環境活動のための公共施設を利用して、環境問題について考えたり、取り組んだことがある割合は、2.1％であった。（図表8-3）

【図表8-3】
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8-4　環境問題に関するイベントや交流
　環境問題について学んだり、議論や他団体と交流することを目的としたセミナーや講習会などのイベントについて、「イベントや交流組織への参加を通じて、環境問題について考えたり、取り組んだことがある」及び「イベントや交流組織に参加したことはあるが、特に環境問題を意識することはなかった」と回答した人を【参加したことがある】とする。

· 環境問題に関するイベントや交流に【参加したことがある】割合は、6.2％であった。
· 環境問題に関するイベントや交流を通じて、環境問題について考えたり、取り組んだことがある割合は、3.4％であった。（図表8-4）

【図表8-4】
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8-5　行政やNPOなどによる環境キャンペーンの実施
・環境への取組みを広め、さらに多くの人の参加を促進するための各種環境キャンペーンについて、「環境キャンペーンの取組みを通じて、環境問題について考えたり、取り組んだことがある」及び「環境キャンペーンの取組みに関わったことはあるが、特に環境問題を意識することはなかった」と回答した人を【関わったことがある】とする。

· 行政やNPOなどによる環境キャンペーンに【関わったことがある】割合は、4.6％であった。
· 環境キャンペーンへの関わりを通じて、環境問題について考えたり、取り組んだことがある割合は、1.9％であった。（図表8-5）

【図表8-5】
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image4.emf
大阪（府域全体）における”みどり”の状況について、どのように感じていますか。
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1000 548 452

100.0 54.8 45.2

大阪市域 310 117 193

100.0 37.7 62.3

北部大阪地域 199 135 64大阪市域と比較　p値=0.00000

100.0 67.8 32.2東部大阪地域と比較　p値=0.00126

東部大阪地域 225 118 107

100.0 52.4 47.6

南部大阪地域 266 178 88大阪市域と比較　p値=0.00000

100.0 66.9 33.1東部大阪地域と比較　p値=0.00109

大阪市域と比較　p値=0.00072
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地域
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image6.emf
Q2.大阪府域の都市部（市街地）の“みどり”の状況について、どのように感じていますか。（SA）
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image8.emf
大阪（市街地）における”みどり”の状況について、どのように感じていますか。
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image10.emf
Q3.あなたの日頃の大阪府内での“みどり”へのふれあいの頻度をお聞きします。（SA）
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8.みどりに関する募金への寄附

計

2.みどりの多い町並みなどの散策

3.公園やみどりの多い施設等での余暇活動

4.山や海、川などでの余暇活動

5.昆虫や野鳥など自然の生き物とのふれあい

6.公園や道路など公共空間における緑化活動への参加

7.自然環境保全等に関するボランティア活動への参加

1.自宅の庭やベランダなどにおけるガーデニングなど



【最近みどりに触れた】 【最近みどりに触れていない】

合

計


image11.png
IOEBTLEBN

LEEOEORTABEBIBH —7=>1E(n=1000)

2.30OBVBTTFIE GARER (n=1000)
3ABOHED OBV HERE TORIGEE (n=1000)
41, IR ETOFIES(n=1000)

S.ERPFRILERDEINLOFNBL(n=1000)
6 AESERE RS A RLERADSH(n=1000)
7. ERRBRS ST T TEENOSH(n=1000)

8HENIBET FHEADFH(n=1000)




image12.emf
n %

全体 1000 100.0

ある 297 29.7

ない 703 70.3

Q7.あなたは、「生物多様性」という言葉を、インターネット・SNS・新聞やテレビなどを通じて、

　　　見たり聞いたりしたことがありますか。
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n % 全体％

全体 297 100.0 -

他人にある程度説明できるくらい内容も知っている 39 13.1 3.9

他人に説明はできるほどではないが、内容は知っている 136 45.8 13.6

言葉を知っている程度で、内容はほとんど知らない 122 41.1 12.2

Q8.■前問で「ある」と回答された方にお伺いします

　　 ■あなたは、「生物多様性」について、どの程度ご存知ですか。最も近いものを一つ選択してください。
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Q9.次の「生物多様性」に関することで、あなたが知っている項目をすべて選択してください。（いくつでも）
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n %

全体 1000 100.0

生きものはそれぞれの豊かな個性とつながりにより、支えあって生きていること 373 37.3

私たちの生活は、生物多様性によってもたらされる生きものの恵みによって成り立っていること 360 36.0

人々の暮らしや関わりにより維持されている里地里山が、生物多様性上大切であること 335 33.5

世界の森林やサンゴ礁が、年々減少していること 473 47.3

希少な動植物について、国や自治体がレッドデータブックやレッドリストを作成していること 275 27.5

外来生物が日本の在来種の生息環境を脅かし、生態系への悪影響や農作物への被害などの問題を引き起こしていること 395 39.5

国際的に生物多様性条約が定められていること 124 12.4

この中に知っているものはない 328 32.8
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image18.emf
n %

全体 1000 100.0

価格や品質にかかわらず、「リサイクル製品」の方を買う 42 4.2

価格や品質があまり変わらなければ、「リサイクル製品」の方を買う 314 31.4

価格や品質があまり変わらなければ、「リサイクルでない製品」の方を買う 122 12.2

価格や品質にかかわらず、「リサイクルでない製品」の方を買う 41 4.1

「リサイクル製品」かどうかを全く気にせずに、価格や品質だけで選ぶ 369 36.9

自分で日用品を買うことがないのでわからない 112 11.2

Q22.ごみを分別して排出し、資源として再び利用するリサイクルは、循環型社会の形成に非常に重要です。

　　　あなたが例えばトイレットペーパーなどの日用品を買おうとしたときに、「リサイクル製品（※）」と

　　　「リサイクルでない製品」が同じ場所に並べて陳列されていた場合、どちらの製品を買いますか。
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image20.emf
リサイクル製品の購入意向（自分で日用品を購入しない人は除く）

SA

n %

全体 888 100.0

【購入意向あり】 356 40.1

【購入意向なし】 532 59.9
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【購入意向あり】

【購入意向なし】
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n %

全体 1000 100.0

分別して出している 694 69.4

概ね分別して出している／たまに分別しないときもある 162 16.2

分別していないが、マンション等のルールに従って出している 77 7.7

分別せずに捨てている／ほとんど分別していない 67 6.7

Q23.あなたは、ご家庭でペットボトルや空き缶、新聞紙・雑誌などの資源物をごみとして

　　　捨てるときに、市町村や自治会等の分別ルールに従って出していますか。
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分別せずに捨てている／ほとんど分別していない


image24.emf
分野 地域における環境保全のための取組みの具体例

①省エネルギー・地球温暖化防止

・共同施設や公共施設などにおける省エネ・節電活動

・カーシェアリング（※1）やエコドライブ（※2）の促進活動への参加

②資源循環

・日用品のリユース（再利用）やリサイクル活動

・子ども会などによる古紙などの資源ごみ収集活動

・グリーン購入運動（※3）への参加

③生物多様性

・動物・昆虫・植物の保護、生息・生育環境の保全や創出活動、外来種対策（※4）

・庭や地域の公共空間など身近な場所で、植物を育てみどりを増やすなどの緑化活動

・森づくり（間伐、植樹、雑木林の手入れ）、池や川などの水辺保全（藻やヨシ刈等）の活動

・生きものに配慮したマーク付商品（レインフォレスト、アライアンスやFSC森林認証等）の選択

④良好な大気・水質

・カーシェアリング、グリーン購入運動への参加

・エコドライブの促進活動への参加

・川・湖の水質をきれいにするキャンペーンへの参加

⑤豊かで快適な都市環境

・川、砂浜、水路、池、道路、公園の掃除

・公園や学校などの緑化活動

・地域で良好な環境づくりの計画や取組方針の策定のための活動
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n %

全体 1000 100.0

この1年間に参加したことがある 94 9.4

この1年間に参加したことはないが、それ以前なら参加したことがある 66 6.6

参加したことはない 771 77.1

覚えていない 69 6.9

Q10.あなたは、この1年間に、各分野の例のような「地域における環境保全のための取組み」のいずれかについて、

一つでも参加したことがありましたか。
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

この1年間に参加したことがある

この1年間に参加したことはないが、それ以前なら参加したことがある

参加したことはない

覚えていない


image27.emf
Q11.参加した取組みの分野は、どの分野でしたか。あてはまるものをすべて選択してください。（いくつでも）

n %

全体 160 100.0

省エネルギー・地球温暖化防止分野 42 26.3

資源循環分野 96 60.0

生物多様性分野 24 15.0

良好な大気・水質分野 32 20.0

豊かで快適な都市環境分野 53 33.1

その他： 1 0.6

覚えていない・わからない 11 6.9
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image29.emf
分野 環境教育・環境学習活動（講習や勉強会などの座学のみのもの）の具体例

①省エネルギー・地球温暖化防止 ・省エネ・節電、太陽光、エコドライブなどに関するセミナー、展示会、研修

②資源循環 ・間伐材利用や廃棄物リサイクルなどに関するセミナー、展示会、研修

③生物多様性 ・動植物の生態、森づくり、水辺の保全など、生きものや自然環境に関するセミナー、展示会、研修

④良好な大気・水質 ・水質・大気などの環境、エコドライブなどに関するセミナー、展示会、研修

⑤豊かで快適な都市環境 ・景観、都市の緑化・美化、文化財などに関するセミナー、展示会、研修
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n %

全体 1000 100.0

この1年間に参加したことがある 32 3.2

この1年間に参加したことはないが、それ以前なら参加したことがある 70 7.0

これまでに参加したことはない 835 83.5

覚えていない 63 6.3

Q12.あなたは、この1年間に、各分野の例のような「環境教育・環境学習活動（講習や勉強会などの座学のみの

　　　もの）」のいずれかについて、一つでも参加したことがありましたか。
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この1年間に参加したことがある

この1年間に参加したことはないが、それ以前なら参加したことがある

これまでに参加したことはない

覚えていない
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n %

全体 102 100.0

省エネルギー・地球温暖化防止分野 52 51.0

資源循環分野 33 32.4

生物多様性分野 27 26.5

良好な大気・水質分野 24 23.5

豊かで快適な都市環境分野 25 24.5

その他： 1 1.0

覚えていない・わからない 4 3.9

Q13参加した「環境教育・環境学習活動（講習や勉強会などの座学のみのもの）」の分野は、どの分野でしたか。

　　あてはまるものをすべて選択してください。（いくつでも）
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image34.emf
分野 環境教育・環境学習活動（体験型）の具体例

①省エネルギー・地球温暖化防止

・省エネ・温暖化防止をテーマとした環境フェアなどのイベントの参加

・みどりのカーテン（※）づくりなどの実習への参加

・エコドライブ実習への参加

②資源循環 ・間伐材利用や廃棄物リサイクルの体験

③生物多様性

・探鳥会・動植物などの観察会や、リーダー（指導者）のもと行う野外での動植物の調査

・生きものや自然に親しむことを目的としたハイキング

・生きものに関する施設（植物園、動物園、水族館、自然史に関する博物館等）での見学や学習

④良好な大気・水質

・体験を目的とした水質・大気など環境調査、星空観察会

・エコドライブ実習への参加

⑤豊かで快適な都市環境 ・歴史的町並や文化財の保存意識を高めるための見学
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n %

全体 1000 100.0

この1年間に参加したことがある 42 4.2

この1年間に参加したことはないが、それ以前なら参加したことがある 78 7.8

これまでに参加したことはない 826 82.6

覚えていない 54 5.4

Q14.あなたは、この1年間に、各分野の例のような「環境教育・環境学習活動（体験型）」のいずれかについて、

　　一つでも参加したことがありましたか。
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n %

全体 120 100.0

省エネルギー・地球温暖化防止分野 48 40.0

資源循環分野 34 28.3

生物多様性分野 48 40.0

良好な大気・水質分野 32 26.7

豊かで快適な都市環境分野 32 26.7

その他： 0 0.0

覚えていない・わからない 4 3.3

Q15.参加した「環境教育・環境学習活動（体験型）」の分野はどの分野ですか。

　　　あてはまるものすべて選択してください。（いくつでも）
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image39.emf
分野 環境に対してよいと思うことを知人や友人に伝えたり広めたりすることの具体例

①省エネルギー・地球温暖化防止

・省エネ・節電、エコドライブの方法を伝えた

・環境負荷の少ないエコカーや省エネ・省ＣＯ２機器の情報を教えた

・環境家計簿（※）をつけるよう勧めた

②資源循環

・マイバッグ持参、過剰包装の自粛、詰替製品の選択など資源を大切にすることを伝えた

・エコマークやリサイクル製品の利用、不用品の再利用のことを教えた

③生物多様性

・自然豊かな場所に出かけて、みどりや生きものにふれるように勧めた

・様々な生きものが生息する生態系を保全することの必要性を伝えた

・身近な生きものを大切にすることを伝えた

・ペットや外来生物を自然界に放さないよう教えた

④良好な大気・水質

・駐車時のアイドリングの自粛など、エコドライブ実施によるきれいな空気を守るための方法を伝えた

・食器の汚れは拭き取ってから洗うなど、水を汚さない方法を伝えた

・化学物質のリスクを教えた

⑤豊かで快適な都市環境

・敷地内のみどりの増やし方や農空間、森林を保全する大切さを伝えた

・清掃などの地域の環境保全活動の必要性を伝えた
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n %

全体 1000 100.0

伝えたり広めたりしたことがある 126 12.6

伝えたり広めたりしたことはない 755 75.5

覚えていない 119 11.9

Q16.あなたは、この1年間に、各分野の例のような「環境に対してよいと思うことを知人や友人に伝えたり広めたり

　　　すること」がありましたか。
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n %

全体 1000 100.0

（大阪府やその他の行政、企業、団体による）インターネットの情報を見て、

環境問題について考えたり、取り組んだことがある

50 5.0

情報を見たことはあるが、特に環境問題を意識することはなかった 105 10.5

情報を見たことはないが、インターネットに情報源があることは知っている 183 18.3

インターネットの情報源の存在は知らないが、興味や関心はある 323 32.3

インターネットの情報源の存在は知らないし、興味や関心は全くない 339 33.9

Q17.大阪府やその他の行政、企業、団体は、ホームページやメールマガジン、SNSなど、インターネットにより、環境の

　　　汚染状況や、環境保全の方法、環境関係のイベント、行政や企業、団体の環境への取組み状況などの情報を

　　　提供しています。あなたは、これらの取組みをどの程度知っていましたか。


image43.emf
5.010.5 18.3 32.3 33.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（大阪府やその他の行政、企業、団体による）インターネットの情報を見て、

環境問題について考えたり、取り組んだことがある

情報を見たことはあるが、特に環境問題を意識することはなかった

情報を見たことはないが、インターネットに情報源があることは知っている

インターネットの情報源の存在は知らないが、興味や関心はある

インターネットの情報源の存在は知らないし、興味や関心は全くない
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n %

全体 1000 100.0

（大阪府やその他の行政、企業、団体による）環境に関するパンフレットなどを見て、

環境問題について考えたり、取り組んだことがある

53 5.3

パンフレットなどを見たことはあるが、特に環境問題を意識することはなかった 106 10.6

パンフレットなどを見たことはないが、興味や関心はある 453 45.3

パンフレットなどを見たことはないし、興味や関心は全くない 388 38.8

Q18.大阪府やその他の行政、企業、団体は、パンフレット、チラシ、広報誌などにより、環境関係の話題、環境保全の

　　　方法や注意事項、環境関係のイベント、行政や企業、団体の環境への取組み状況などの情報を提供しています。

　　　あなたは、これらの取組みをどの程度知っていましたか。下に挙げた大阪府の例も参考にお答えください。
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image46.emf
n %

全体 1000 100.0

施設を利用して、環境問題について考えたり、取り組んだことがある 21 2.1

施設を利用したことはあるが、特に環境問題を意識することはなかった 47 4.7

施設を利用したことはないが、施設の存在は知っている 106 10.6

施設の存在は知らないが、興味や関心はある 410 41.0

施設の存在は知らないし、興味や関心は全くない 416 41.6

Q19.大阪府やその他の行政などは、会議室や活動ルーム、環境関係の資料を集めた資料室など、府民や

　　　環境関係団体が環境活動を行うための場所や資料を提供する公共施設を設置し、府民の皆様の自主的な

　　　環境保全・環境活動をサポートしています。あなたは、これらの取組みをどの程度知っていましたか。
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2.1

4.7 10.6 41.0 41.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施設を利用して、環境問題について考えたり、取り組んだことがある

施設を利用したことはあるが、特に環境問題を意識することはなかった

施設を利用したことはないが、施設の存在は知っている

施設の存在は知らないが、興味や関心はある

施設の存在は知らないし、興味や関心は全くない
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n %

全体 1000 100.0

イベントや交流組織への参加を通じて、環境問題について考えたり、取り組んだことがある 34 3.4

イベントや交流組織に参加したことはあるが、特に環境問題を意識することはなかった 28 2.8

イベントや交流組織に参加したことはないが、イベントや交流組織の存在は知っている 107 10.7

イベントや交流組織の存在は知らないが、興味や関心はある 392 39.2

イベントや交流組織は知らないし、興味や関心は全くない 439 43.9

Q20.大阪府やその他の行政、環境関係のNPOなどの団体などは、府民の皆様が環境問題について学んだり、

　　　議論や他団体と交流したりすることを目的として、環境フェアや各種のセミナー、講習会などのイベントを

　　　開催しています。また、環境問題に関する交流組織の活動を支援しています。あなたは、これらの取組みを

　　　どの程度知っていましたか。
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image50.emf
n %

全体 1000 100.0

このような環境キャンペーンの取組みを通じて、環境問題について考えたり、取り組んだことがある 19 1.9

環境キャンペーンの取組みに関わったことはあるが、特に環境問題を意識することはなかった 27 2.7

環境キャンペーンの取組みに関わったことはないが、環境キャンペーンの存在は知っている 123 12.3

環境キャンペーンの取組みは知らないが、興味や関心はある 439 43.9

環境キャンペーンの取組みは知らないし、興味や関心は全くない 392 39.2

Q21.大阪府やその他の行政、環境関係のNPOなどの団体は、府民の皆様の環境への取組みを広め、多くの人の参加を

促進するためのキャンペーンを行っています。あなたは、これらの取組みをどの程度知っていましたか。
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このような環境キャンペーンの取組みを通じて、

環境問題について考えたり、取り組んだことがある

環境キャンペーンの取組みに関わったことはあるが、

特に環境問題を意識することはなかった

環境キャンペーンの取組みに関わったことはないが、

環境キャンペーンの存在は知っている

環境キャンペーンの取組みは知らないが、

興味や関心はある

環境キャンペーンの取組みは知らないし、興味や関心は全くない
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（上段：回答者数　下段：横％）
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100.0 30.9 19.8 22.5 26.9
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Q1.大阪（府域全体）における“みどり”の状況について、どのように感じていますか。（SA）

みどりが

豊かだ

ある程度

みどりがある

小計

みどりが

少ない

みどりが

ほとんどない

小計

57 491 548 400 52 452 1000

5.7% 49.1% 54.8% 40.0% 5.2% 45.2% 100.0%
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